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平成30年度
研究提案募集開始

社会の問題解決とイノベーションにつながる政策を生み出す

2018年（平成30年）5月11日（金）～
6月11日（月）正午※
※募集期間等は変更となる場合があります。
最新のスケジュール等詳細は当プログラムWeb サイトを必ずご確認ください。 



　JST 戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）で
は、「科学技術イノベーション政策のための科学 研究開発
プログラム」（総括：山縣 然太郎　山梨大学大学院総合研
究部医学域社会医学講座 教授）の平成30年度研究提案の募
集をいたします。本研究開発プログラム（公募型研究開発
プログラム）は、文部科学省「科学技術イノベーション政
策における『政策のための科学』推進事業」（SciREX 事
業）の一環として、JST社会技術研究開発センター
（RISTEX）が推進しています。

私たちが期待するテーマ
　この研究開発プログラムは、科学技術イノベーションによっ
て、経済・社会・公共的価値を創造し社会のシステムの変化を
促す「エビデンス」に基づく合理的な政策形成プロセスを構築
するための研究開発に取り組むためのものです。
　これまで本プログラムでは、2011（平成23）年度から2018（平
成29）年度までにかけて計6回にわたって公募を行ってきまし
た。本プログラムでは、客観的根拠に基づく科学技術イノベー
ション政策の形成に寄与することを目的とし、将来的な政策形
成につながりうる成果の創出を目指す提案を望んでいます。
　財政の逼迫や長期的な人口減少をはじめとする未曾有の社会
変化を的確にとらえ、その変化とともに生じるさまざまな課題
や矛盾を発見、抽出し、評価をする手法の開発やその解決に具
体的に寄与していくことを目指して、合理化や効率化といった
政策形成のあり方そのもの改善や新たな政策のあり方の提示を
試みる大胆な研究開発を期待しています。
　提案にあたっては、研究開発プロジェクトを通じて創出しよ
うとする成果が、将来的に「誰に、何を」与えるのか、すなわ
ちプロジェクトの成果が具体的にどのような政策を対象として、
どのようなアプローチと手段をもってその改善に寄与しようと
するのかについて、具体性のあるストーリーが構想されているこ
とを求めます。

具体的なテーマ
①戦略的なダウンサイジングに向けた課題の抽出と対応策の提案
②研究開発と政策形成の架橋に関する研究
③政策形成に向けたオープンデータの利活用等に関する提案
④研究開発プログラムの設計における参加のあり方に関する提案
⑤科学技術イノベーション政策の社会的インパクト評価に関する提案

科学技術イノベーション政策のための科学 研究開発プログラム

研究開発期間・規模等
●研究開発期間：最大３年６カ月間 
●研究開発費：500万円未満／年（直接経費） 
●採択予定件数：数件程度
●募集期間：2018年（平成30年）5月11日（金）～ 6月11日（月）正午
●研究開発開始：2018年（平成30年）10月上旬

プログラムWebサイト　http://ristex.jst.go.jp/stipolicy/index.html 
SciREXポータル　http://scirex.grips.ac.jp

応募される方へ

※記載されている内容等が一部変更となる可能性があります。
 詳細につきましては、プログラムWebサイトより最新の情報をご確認ください。

▼発行者・問い合わせ先

国立研究開発法人 科学技術振興機構　社会技術研究開発センター
企画運営室　募集担当　　e-mail : boshu@jst.go.jp
〒102─8666　東京都千代田区四番町5─ 3　サイエンスプラザビル4階
TEL：03─5214─0133（代表）

選考スケジュール（予定）

※府省共通研究開発管理システム（e-Rad）での受付期限

募集開始

（一次選考）提案書受付期限（※）

（一次選考）書類選考の結果通知

（二次選考）提案書受付期限

（二次選考）書類選考の結果通知

面接選考会

面談（採択条件の説明）

選考結果の通知・発表

研究開発の開始

5月11日（金）

6月11日（月）正午

7月中旬

8月上旬

8月下旬

9月3日（月）

9月中

 9～10月

10月上旬

募集詳細
http://ristex.jst.go.jp/stipolicy/program/
proposal.html

募集要項等
http://ristex.jst.go.jp/proposal/current/
proposal_2018.html

下記Web サイトから募集要項や提案書様式をダウンロードし、府省
共通研究開発管理システム（e-Rad）よりご応募ください。

平成30年度募集の概要（予定）
対象とする研究開発
①客観的根拠に基づくSTI政策形成の実践に将来的につながりう
る研究開発。「政策のための科学」 としての新たな発想に基づく
指標や手法の開発、制度設計に資する方法論等、オリジナリティ
のある提案を求める。
②文部科学省が定めるSciREX事業「重点課題2016」に基づく政
策形成の実践に将来的に資する研究開発を推奨。
③「STI政策のための科学の深化」および「客観的根拠に基づく
政策形成プロセスの進化」という観点からみて、研究開発プロ
ジェクトの位置づけやリサーチ・クエスチョンが明確である提案。
④研究開発成果が、将来的に「誰に、何を」与えるのかが構想さ
れている提案。


